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　阿蘇森林組合南小国共販所において、第 26 回小国郷森林組合
優良材市が開催されました。
　毎年、南小国町と小国町で会場を変えて交互に開催されてお
り、今年は南小国町での開催でした。会場には約 1 カ月前から
準備されたスギ・ヒノキ材が並んでおり、参加した人々は熱心に
木材を見ていました。阿蘇森林組合代表理事組合長の河津宗範さ
んにお話を伺ったところ、今年は新型コロナウイルスの影響もあ
り 5 月頃から木材価格が下がっていましたが、10 月頃からは復
調の兆しが見えてきたとの事でした。また近年は優良材よりも一般材の需要が多いとの事で、当日も優良
材とともに多くの一般材が出品されていました。

　町内の建設業者 6 社でつくる南小国町建設業協会が、地域貢献活動として町道の道路補修ボランティ
ア活動を実施しました。
　例年、不法投棄の撤去を実施していましたが、今年は不法投棄に対する意識の向上やボランティア活動
等により不法投棄が少ないため、道路補修活動を実施したものです。作業は各社１名ずつが参加し、それ
ぞれ誘導班と作業班に分かれ、町道手形野線や黒川波居原線など町内の約 30 箇所を半日かけて補修して
いただきました。建設業協会の皆様、ありがとうございました。

小国郷森林組合優良材市

道路補修ボランティア活動

11月6日（金）

11月9日（月）

第
62
回
九
州
地
区
民
俗
芸
能
大
会
出
演
　
中
原
楽
保
存
会（
熊
本
県
代
表
）

出品された木材

補修作業の様子出発式の様子

　長年にわたり、社会教育の推進、発展に貢献されてきた方の功績
をたたえる「令和２年度熊本県社会教育委員連絡協議会表彰」を北
里和敎さん（田の原）が受賞されました。
　北里さんは、平成 23 年度から町社会教育委員として尽力され、
特に小学校での様々な体験活動を通した地域への愛着を育む活動等
に貢献をされています。

北里和敎さんが社会教育委員表彰を受賞
11月12日（木）

受賞された北里さん
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まちのわだい



　

11
月
８
日（
日
）に
大
分
県
中
津
市
に
て
、
第
62
回
九
州

地
区
民
俗
芸
能
大
会
が
開
催
さ
れ
、
熊
本
県
代
表
と
し
て

中
原
楽
保
存
会
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、昭
和
34
年
の
第
１
回
大
会
を
皮
切
り
に
、

九
州
・
沖
縄
の
各
地

区
代
表
団
体
が
、
各

地
で
長
年
受
け
継
が

れ
て
き
た
民
俗
芸
能

を
披
露
す
る
歴
史
あ

る
大
会
で
あ
り
、
大

会
会
場
で
あ
る
中
津

文
化
会
館
で
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
に
よ
り
収

容
人
数
が
半
分
に
抑

え
ら
れ
る
な
か
、
約

４
０
０
名
の
観
覧
者

で
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

公
演
に
先
立
ち
行

わ
れ
た
開
会
式
典
で

は
、
各
出
演
団
体
へ

の
感
謝
状
贈
呈
が
行

わ
れ
、
保
存
会
の
毛

利
美
勝
会
長
が
壇
上

で
受
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
の
皆
さ
ん
は
、
開
会
式
典
終
了
後
に
そ
の
ま
ま

控
室
へ
向
か
い
、
い
よ
い
よ
本
番
の
準
備
で
す
。

　

直
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
、
立
ち
位
置
や
舞
の
動
作
の

確
認
を
入
念
に
行
う
な
ど
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
終
え
て
い

た
た
め
、
控
室
で
は
楽
師
の
役
割
毎
に
異
な
る
装
束
や
道

具
な
ど
の
細
か
な
確
認
を
互
い
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
原
楽
の
出
番
は
、
９
団
体
中
４
番
目
。
刻
々
と
そ
の

時
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
皆
さ
ん
の
緊
張
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
３
番
目
の
団
体
の
公
演
が
終
了
し
、
い

よ
い
よ
本
番
で
す
。
降
り
た
ど
ん
帳
の
前
で
は
、
毛
利
会

長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
中
原
楽
が
神
仏
混
合
楽
で

あ
る
こ
と
や
、
楽
師
の
背
と
道
具
に
付
い
て
い
る
「
五
色

の
御
幣
」
に
つ
い
て
説
明
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
ん
帳
の
幕
が
上
が
る
と

同
時
に
、
楽
長
で
あ
る
毛
利

会
長
を
中
心
に
、
楽
師
が
舞

台
上
で
楕
円
状
に
列
を
な
し

な
が
ら
「
道
楽
」
で
入
場
で

す
。

　

今
回
は
、
村む

ら
し童

役
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
出
演
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
に
控
え
ま
し
た

が
、
頭た

い
こ
う
ち打

、
笛ふ

え
ふ
き吹

、
鐘か

ね
う
ち打

、

薙な
ぎ
な
た刀

、
瓢

ひ
ょ
う
た
ん
つ
き

箪
突
の
役
割
で
構

成
さ
れ
た
楽
師
は
、
躍
動
感

あ
る
舞
を
披
露
し
、
勇
ま
し

い
太
鼓
と
笛
の
音
が
会
場
中

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

約
15
分
間
に
わ
た
る
演
技

を
終
え
た
時
に
は
、
そ
の
舞
の
激
し
さ
ゆ
え
に
楽
師
の
皆

さ
ん
の
息
遣
い
は
荒
く
、
額
か
ら
は
、
大
量
の
汗
が
吹
き

出
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
場
か
ら
の
盛
大
な
拍
手
と
無
事

に
大
役
を
果
た
し
た
安
堵
感
で
と
て
も
充
実
し
た
笑
顔
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
出
演
団
体
】
※
公
演
順

皿さ
ら
や
ま山

の
人に

ん
ぎ
ょ
う
じ
ょ
う
る
り

形
浄
瑠
璃
（
長
崎
県
波
佐
見
町
）

士さ
む
ら
い
お
ど
り

踊
（
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
）

温お
ん
せ
ん
く
め
ん
ぶ
り
ゅ
う

泉
区
面
浮
立
（
佐
賀
県
嬉
野
市
）

中な
か
ば
る
が
く

原
楽
（
熊
本
県
南
小
国
町
）

日ひ
た
ぎ
お
ん
ば
や
し

田
祇
園
囃
子
（
大
分
県
日
田
市
）

小こ
ま
つ
さ
と
か
ぐ
ら

松
里
神
楽
（
宮
﨑
県
宮
﨑
市
）

感か
ん
の
う
が
く

応
楽
（
福
岡
県
豊
前
市
）

当と
う
ま間

の
獅し

し
ま
い

子
舞
（
沖
縄
県
南
城
市
）

北き
た
ば
る
に
ん
ぎ
ょ
う
し
ば
い

原
人
形
芝
居
（
大
分
県
中
津
市
）

　

古
く
か
ら
地
域
に
寄
り
添
い
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
素
晴
ら
し
い
伝
統
の
数
々
。
九
州
各
地
の
貴
重
な
財

産
で
あ
る
民
俗
芸
能
を
、
こ
れ
か
ら
も
次
の
世
代
へ
と
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

中
原
楽
保
存
会
の
皆
さ
ま
、
素
晴
ら
し
い
楽
の
披
露
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
62
回
九
州
地
区
民
俗
芸
能
大
会
出
演
　
中
原
楽
保
存
会（
熊
本
県
代
表
）

出演した中原楽保存会の皆さん
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令
和
元
年
度
の
決
算

　

決
算
と
は

「
ま
ち
の
家
計
簿
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
１
年
間
（４

月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま

で
）
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
が
町
に

入
り
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に

ど
れ
だ
け
使
わ
れ
た
の
か
、
収
入

と
支
出
を
会
計
ご
と
に
計
算
し
て

ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

町
の
会
計
に
は

「
一
般
会
計
」

と

「
特
別
会
計
」
の
２
つ
が
あ
り

ま
す
。
「
一
般
会
計
」
は
、
福
祉
・

医
療
・
農
業
・
防
災
・
教
育
な
ど

の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
会
計
で

す
。
「
特
別
会
計
」
は
、
特
定
の

事
業
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
る
お

金
で
、
一
般
会
計
と
は
別
の
収
支

に
な
り
ま
す
。
南
小
国
町
に
は
国

民
健
康
保
険
・
水
道
事
業
な
ど
７

つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
は
歳
入
歳
出
と
も
増
額

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
51
億
４
、
０
１
１
万

円
、
歳
出
44
億
８
、
６
７
１
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

「
歳
入
」
は
町
に
入
っ
て
き

た
お
金
の
こ
と
で
、
家
庭
の
家

計
簿
に
例
え
る
と
収
入
に
当
た

り
ま
す
。
前
年
度
と
比
べ
る
と

３
億
２
７
４
万
円
の
増
額

（
６
・

３
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

南小国町の家計簿は　どうなっているの？
町では、皆さんから納めてもらった税金や国・県からの補助金などが「まちづくり」にどのように使われている
のかを知ってもらうために、年度ごとの予算や決算をお知らせしています。今回は、令和元年度の決算と、令
和２年度上半期（令和２年４月１日～令和２年９月 30 日）の予算の執行状況を見てみましょう。

金額
（万円）

構成比
（％）

（依存財源その他の内訳）

地方消費税交付金 7,639 1.5

地方譲与税 6,636 1.3

自動車取得税交付金 881 0.2

株式等譲渡所得割交付金 51 0.0

配当割交付金 76 0.0

地方特例交付金 1,367 0.3

交通安全対策特別交付金 0 0.0

利子割交付金 18 0.0

（自主財源その他の内訳）

分担金及び負担金 13,759 2.7

使用料及び手数料 6,901 1.3

諸収入 8,088 1.6

繰入金 1,021 0.2

財産収入 927 0.2

町民の皆さんに使われたお金
一人当たり 1,116,375 円

町民の皆さんが納めた町税
一人当たり 111,651 円

決算年度末　住基人口　4,019 人

一般会計歳入　　　48 億 3,737 万円

その他
3億696万円
（6.0％）

その他
3億696万円
（6.0％）

寄付金
7億4,775万円

（14.6％）

寄付金
7億4,775万円

（14.6％）

町税
4億4,873万円

（8.7％）

町税
4億4,873万円

（8.7％）

繰越金
6億1,536万円

（12.0％）

その他
1億6,669万円

（3.2％）

その他
1億6,669万円

（3.2％） 町債 1億7,329万円 （3.4％）

国庫支出金
4億5,466万円

（8.8％）

国庫支出金
4億5,466万円

（8.8％）

地方交付税
17億9,464万円

（34.9％）

自主財源
（41.3％） 依存財源

（58.7％）

県支出金
4億3,202万円

（8.4％）

県支出金
4億3,202万円

（8.4％）

県支出金
4億3,202万円

（8.4％）

（億円）
歳入・歳出の推移

40
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48

51

38

39

42 42

45

35

40

45

50

55

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度
歳入 歳出
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歳
入
の
内
訳
は
、
町
税
な
ど
町

が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

「
自
主

財
源
」
と
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
を
受
け

る

「
依
存
財
源
」
の
２
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
町
税
・
前
年
度
繰
越

金
・
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源
は

21
億
１
，
８
８
０
万
円
で
、
全
体

の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
交
付
税
・
国
県
支
出

金
・
町
債
な
ど
の
依
存
財
源
は

30
億
２
、
１
３
０
万
円
で
、
全
体
の

約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

「
歳
出
」
は
町
が
使
っ
た
お
金

の
こ
と
で
、
家
庭
の
家
計
簿
に

例
え
る
と
支
出
に
当
た
り
ま
す
。

前
年
度
と
比
べ
る
と
２
億
６
，

４
７
１
万
円
の
増
額

（
６
・
36
％

の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
は
黒
字
決
算

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入

が
69
億
５
６
９
万
円
、
歳
出
が

61
億
８
，
０
６
４
万
円
で
、
歳

入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と

７
億
２
，
５
０
５
万
円
の
黒
字
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
令
和
２
年
度
に
５
，

３
４
１
万
円
を
繰
り
越
し
た
た
め
、

実
質
的
な
収
支
額
は
６
億
７
，

１
６
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特別会計 金額
（万円）

国民健康保険
歳入 6 億 5,317
歳出 6 億 3,027

水道事業
歳入 2 億 495
歳出 1 億 9,042

農業集落排水事業
歳入 3,322
歳出 3,134

介護保険
歳入 6 億 2,507
歳出 6 億 460

特定地域生活排水処理事業
歳入 1,496
歳出 1,396

公共下水道事業
歳入 1 億 7,678
歳出 1 億 6,657

後期高齢者医療
歳入 5,744
歳出 5,677

こ
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た

土
木
費　

〇
道
路
改
良
工
事
○
橋

補
修
工
事
○
団
地
外
壁
改
修
工
事

農
林
水
産
業
費
・
商
工
費　

○
商

工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
補
助
金
○
Ｄ
Ｍ

Ｏ
地
域
活
性
化
事
業
〇
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
導
入
工
事
〇
適

正
化
事
業
頭
首
工
改
修
工
事

民
生
費
・
衛
生
費　

○
児
童
手
当

の
支
給
○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
補
助
○
乳
幼
児
・
子
育
て

支
援
・
ひ
と
り
親
医
療
費
助
成
金

○
各
種
予
防
接
種
・
検
診

総
務
費
・
消
防
費　

○
ふ
る
さ
と

納
税
業
務
委
託
○
タ
ク
シ
ー
利
用

費
助
成
事
業
〇
熊
本
地
震
に
よ
る

座
標
値
補
正
委
託
〇
新
総
合
計
画

策
定
支
援
業
務
委
託
〇
町
制
施
行

五
十
周
年
記
念
事
業

教
育
費　

○
奨
学
金
貸
付
事
業
○

学
校
教
材
備
品
購
入
○
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
委
託
○
社
会
教
育
団
体

等
へ
の
助
成
〇
小
学
校
給
食
費
補

助災
害
復
旧
費　

○
農
地
災
害
復
旧

工
事
〇
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工

事
〇
公
共
土
木
災
害
復
旧
工
事

一般会計歳出　　　42 億 2,201 万円

消防費
1億3,093万円

（2.9％）

商工費
8,509万円

（1.9％）

議会費
5,389万円

（1.2％）

教育費
2億8,681万円（6.4％）
教育費
2億8,681万円（6.4％）

土木費
2億5,627万円

（5.7％）

災害復旧費
4億6,666万円

（10.4％）

災害復旧費
4億6,666万円

（10.4％）

民生費
6億5,748万円

（14.7％）

農林水産業費
4億743万円

（9.1％）

農林水産業費
4億743万円

（9.1％）

  公債費
2億8,442万円
          （6.3％）

  公債費
2億8,442万円
          （6.3％）

衛生費
5億6,683万円

（12.6％）

衛生費
5億6,683万円

（12.6％）

総務費
12億9,090万円

（28.8％）

南小国町の家計簿は　どうなっているの？

5
広報きよら 2020.12



収入 金額 歳入の内容
給料 45 万円 町税
パート収入 7 万円 使用料及び手数料
実家からの援助 268 万円 地方交付税、国・県支出金
ローン・借入金 17 万円 町債
不動産収入 1 万円 財産収入
事業収入 75 万円 ふるさと納税
貯金の取り崩し 10 万円 繰入金
前年度からの繰越金 62 万円 繰越金
その他の収入 29 万円 その他
年間収入合計 514 万円

支出 金額 歳出の内容
食費 69 万円 人件費
医療費・教育費 31 万円 扶助費
ローンの返済 28 万円 公債費
光熱水費・日用品の購入 66 万円 物件費
家電や車の修理 2 万円 維持補修費
事業支出 38 万円 ふるさと納税経費
自治会費 65 万円 補助費
子どもへの仕送り 34 万円 繰出金
貯金 20 万円 積立金
知人に貸したお金 0 万円 出資金・貸付金
家の増改築・車の購入 84 万円 投資的経費（建設事業費など）
年間支出合計 437 万円

南小国町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ― 15％ 20％

連結実質赤字比率 ― 20％ 30％

実質公債費比率 5.9％ 25％ 35％

将来負担比率 12.0％ 350％ ／

南
小
国
さ
ん
家
の

家
計
簿

財
政
健
全
化
比
率

ま
ち
の
決
算
を
家
庭
の
家
計
簿
に
例
え
る
と

ま
ち
の
財
政
は
健
全
な
の
？

　

ま
ち
の
財
政
は
金
額
が
大
き
く
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
に

く
い
も
の
…
。
そ
こ
で
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
の
決

算
額
を
１
０
０
０
分
の
１
に
し
て
、
家
庭
の
家
計
簿
に

例
え
て
み
ま
し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
い
て
、

令
和
元
年
度
の
決
算
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と

「
資
金
不
足
比
率
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
南
小
国
町
は
赤
字
も
資
金

不
足
も
生
じ
ず
、
健
全
な
財
政
を
保
っ
て
い
ま
す
。

特別会計の名称 南小国町 経営健全化基準

水道事業特別会計 ― 20％

農業集落排水事業特別会計 ― 20％

特定地域生活排水処理事業特別会計 ― 20％

公共下水道事業特別会計 ― 20％

用語の説明
実質赤字比率 一般会計の赤字額の割合　
連結実質赤字比率 すべての会計を合わせた赤字額の割合
実質公債費比率 一般会計が負担した公債費 (借り入れ金 )などの返済額の割合
将来負担比率 一般会計が将来負担すべき負債残高 (地方債残高など )の割合
資金不足比率 公営企業の事業規模に対する資金不足額の割合

実質赤字比率と連結実質赤字比率は実質赤字額がないため「－」で表示しています

資金不足がないため「－」で表示しています

■資金不足比率

■健全化判断比率

広報きよら 2020.12
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令
和
２
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況

財
政
事
情
の
公
表

会　計　名

国 民 健 康 保 険

水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

特定地域生活排水処理事業

公 共 下 水 道 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

合　　　計

予算額

6億3,195万円

2億6,242万円

3,087万円

6億5,537万円

2,530万円

1億7,663万円

6,467万円

18億4,721万円

収入額

2億7,778万円

4,979万円

501万円

2億6,919万円

499万円

2,488万円

1,912万円

6億5,076万円

収入率

44.0％

19.0％

16.2％

41.1％

19.7％

14.1％

29.6％

35.2％

執行率

39.6％

33.2％

38.1％

38.2％

22.1％

34.0％

21.1％

36.8％

執行額

2億5,040万円

8,711万円

1,176万円

2億5,056万円

559万円

6,006万円

1,367万円

6億7,915万円

《　特　別　会　計　》

支出済額　１９億５，８０７万円 収入済額　２８億８，９８６万円

予算総額　７２億４，３７４万円
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
気
を
つ
け
よ
う

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
い
っ
た
ん
流
行

が
始
ま
る
と
、
短
期
間
に
多
く
の
人
へ

感
染
が
拡
が
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
例

年
12
月
～
３
月
が
流
行
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

■
原
因
と
症
状

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
38
℃
以
上
の

発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
全

身
倦
怠
感
等
の
症
状
が
比
較
的
急
速
に

現
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
併
せ
て
普
通

の
風
邪
と
同
じ
よ
う
に
、
の
ど
の
痛
み
、

鼻
汁
、
咳
等
の
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
で
は
、
ま
れ
に
急
性
脳
症

を
、
高
齢
の
方
や
免
疫
力
が
低
下
し
て

い
る
方
で
は
二
次
性
の
肺
炎
を
伴
う

等
、
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
予
防

・
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
感
染

後
に
発
症
す
る
可
能
性
を
低
減
さ
せ

る
効
果
と
、
発
症
し
た
場
合
の
重
症

化
防
止
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
外
出
後
の
手
洗
い
や
手
指
消
毒

流
水
、
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
は
手

指
な
ど
体
に
つ
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
た
め
に
有

効
な
方
法
で
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー

ル
製
剤
に
よ
る
手
指
衛
生
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。

・
適
度
な
湿
度
の
保
持

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
気
道
粘
膜
の

防
御
機
能
が
低
下
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特

に
乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は
、
加
湿

器
な
ど
を
使
っ
て
適
切
な
湿
度
（
50

～
60
％
）
を
保
つ
と
効
果
的
で
す
。

・
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事

体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
、
十

分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養

摂
取
を
日
頃
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
を
控
え
る

特
に
高
齢
の
方
や
基
礎
疾
患
の
あ
る

方
、
妊
婦
、
体
調
の
悪
い
方
、
睡
眠

不
足
の
方
は
、
人
混
み
や
繁
華
街
へ

の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
と

思
っ
た
ら

・
外
出
を
控
え
、
無
理
を
し
て
学
校
や

職
場
等
に
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
咳
や
く
し
ゃ
み
等
の
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
家
族
や
周
り
の
方
へ
う
つ
さ

な
い
よ
う
に
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

・
安
静
に
し
て
、
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

・
高
熱
が
出
る
、
呼
吸
が
苦
し
い
な
ど

症
状
が
悪
化
す
る
場
合
は
、
か
か
り

つ
け
医
に
電
話
に
て
相
談
し
、
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

＋
10（
プ
ラ
ス
・
テ
ン
）
で
健
康
増
進
！

　

ふ
だ
ん
か
ら
元
気
に
身
体
を
動
か
す

こ
と
で
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、

が
ん
、ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、

う
つ
、
認
知
症
な
ど
の
リ
ス
ク
を
下
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
『
今
よ
り
10
分
多
く
毎
日
身
体
を
動

か
す　

＋
10（
プ
ラ
ス
・
テ
ン
）』
に
よ

り
、
か
ら
だ
と
心
の
健
康
、
高
齢
期
の

健
康
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

　

自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
常
生
活
の
中
で
実
践
で
き
る
＋
10

（
プ
ラ
ス
・
テ
ン
）

・
起
床
後
に

　

ラ
ジ
オ
体
操
、
庭
の
手
入
れ

・
通
勤
時
に

早
歩
き
、
歩
幅
を
広
く
し
て
歩
く
、

自
転
車
通
勤

・
家
事
の
時
に

キ
ビ
キ
ビ
と
掃
除
や
洗
濯
、
家
事
の

合
間
に
な
が
ら
体
操
、
歩
い
て
買
い

物
・
仕
事
中
に

こ
ま
め
に
動
く
、
階
段
を
使
う
、
遠

く
の
ト
イ
レ
を
使
う
、
軽
い
体
操
を

す
る

・
休
憩
中
に

散
歩
を
す
る
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

筋
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ
チ

　

今
年
も
残
り
３
週
間
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
１
年
で
し
た
か
。

　

健
康
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ

う
、
体
調
管
理
に
十
分
気
を
付
け
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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○
中
小
事
業
者
等
の
令
和
３
年
度
固

定
資
産
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
中
小
事
業
者
等

の
令
和
３
年
度
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

申
告
し
て
い
た
だ
く
と
軽
減
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

中
小
事
業
者
等
（
法
人
、
個
人

事
業
主
）
で
、
令
和
２
年
２
月
か
ら
10
月

ま
で
の
任
意
の
連
続
す
る
３
ヵ
月
間
の
事

業
収
入
の
合
計
が
、
前
年
同
期
間
と
比
べ

て
30
％
以
上
減
少
し
て
い
る
方

軽
減
対
象　

事
業
用
家
屋
及
び
償
却
資
産

（
土
地
は
対
象
外
）

申
告
期
間　

令
和
３
年
１
月
４
日（
月
）か

ら
令
和
３
年
２
月
１
日（
月
）ま
で

　

詳
し
い
提
出
書
類
等
に
つ
き
ま
し
て
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

役
場
税
務
課
税
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の
届

出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
法
定
調
書
の
提
出
は
２
月
１
日
ま
で

　

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用
料
等
を

支
払
っ
た
場
合
に
は
、
源
泉
徴
収
票
や
支

払
調
書
な
ど
の
法
定
調
書
（
一
部
を
除

く
）
を
一
年
間
の
支
払
分
を
取
り
ま
と
め

て
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
２
年
中
の
支
払
に
係
る
法
定
調
書

の
提
出
は
、
令
和
３
年
２
月
１
日（
月
）ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
正
確
に
記

載
し
、期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に

よ
り
、
法
定
調
書
の
提
出
義
務
者
（
支
払

者
）
は
、
原
則
と
し
て
金
銭
等
の
支
払
を

受
け
る
方
及
び
支
払
者
等
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
又
は
法
人
番
号
を
記
載
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、法
定
調
書
の
種
類
ご
と
に
、前
々

年
に
提
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
当
該
法
定
調

書
の
枚
数
が
１
０
０
枚
以
上
で
あ
る
法
定

調
書
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
１
月
１
日

以
降
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等

に
よ
る
提
出
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
と
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比
べ
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る（
追
納
す
る
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
「
国
民
年
金
保
険
料
追
納
申
込
書
」
を

年
金
事
務
所
に
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後
承

認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
納
付
書
が
届
き

ま
す
の
で
、
納
付
期
限
内
に
支
払
い
を
し

て
下
さ
い
。
口
座
振
替
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
払

い
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
追
納
に
関
す
る
注
意
事
項

・
追
納
が
で
き
る
の
は
追
納
が
承
認
さ
れ

た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
期
間
に
な

り
ま
す
。

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
に
、
免
除
さ

れ
て
い
な
い
一
部
の
保
険
料
を
納
付
し

て
い
な
い
場
合
は
、
未
納
期
間
と
な
る

た
め
、
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
承
認
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
原
則
古
い

期
間
か
ら
納
付
に
な
り
ま
す
。

・
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度

目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、

当
時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
中
に
追
納
す
る
場
合
の

保
険
料
の
月
額
は
、左
表
の
と
お
り
で
す
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

■今年度中に追納する場合の保険料月額（単位：円）
全額免除・納付猶予 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

平成22年度 15,550 11,660 7,780 3,880 
平成23年度 15,340 11,500 7,670 3,830 
平成24年度 15,190 11,390 7,590 3,790 
平成25年度 15,160 11,370 7,580 3,790 
平成26年度 15,310 11,490 7,650 3,830 
平成27年度 15,640 11,730 7,810 3,910 
平成28年度 16,290 12,210 8,150 4,070 
平成29年度 16,510 12,380 8,250 4,120 
平成30年度 16,340 12,250 8,170 4,080 
令和元年度 16,410 12,310 8,200 4,100 
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� 未 来 づ く り 通 信�YRO����

協働型逆境克服チャレンジ支援事業補助金を基にした挑戦をご紹介！�

�

南小国町は、町内で事業を営む方の新たな活動やチャレンジを応援しています。その一例
として、令和 �年 �月 ��日に発表した新・補助金制度「南小国町協働型逆境克服チャレンジ
支援事業補助金」は、町内または近隣地域内の複数事業者が連携・協働して地域のファンを
獲得し、獲得した地域のファンの力も借りながら、コロナ禍における経済低迷の逆境を克服
するための取り組みに対する支援を目的に補助を行うものです。※令和 �年 �月 ��日に募集終了し

ています。�
�
今回この補助金を申請し、新しい挑戦を始めたのが白川地区にある「山鳥の森オートキャ

ンプ場」�代目オーナーの井聡也さん、井ありささんです。井さんは、来年 �月に初代オーナ
ーの井芳文さんから事業承継をする予定で準備をしている最中、新型コロナの影響による来
客者数の低下、併せて、�月の豪雨でキャンプ場が被災。小田川の護岸が決壊し、敷地の ����
を占める土地が大量の流木と土砂に埋もれ、温泉棟やバンガローは取り壊しになりました。
「時間がかかってもいいから、再開させてもう一度お客様を迎えいれたい」という強い想い
から、復活プロジェクトの立ち上げを決意され、この活動に賛同した南小国町・小国町に拠
点をもつ �社の事業者がプロジェクトチームとして発足されました。�

｜山鳥の森オートキャンプ場�復活プロジェクト�メンバー構成�

������

井聡也さん・井ありささん�

広報・クラウドファンディング担当� � � � � � � � � � � � バンガロー棟�建築担当� � � � � � � � � � � � � 温泉棟� 設計・建築担当� � � � � � � � � � � � � � バンガロー棟�設計担当� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �デザイン制作担当� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �動画制作担当�

602コーディネーター� � � � � � 株式会社 )RUHTXH� � � � � � � � � � � � � �たねもしかけも� � � � � � � � � � � �三舛�正順� � � � � � � � � � � � � � � � � 3212�&2���/7'�� � � � � � � � � � � � � � � � � � �井上�貴弥�
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未 来 づ く り 通 信�YRO����

������

602コーディネーターの役割について�

� 本プロジェクトでの 602 のコーディネーターの役割は、プロジェクトのリーダーである
井さんが円滑に活動を進められるよう、伴走者としてサポートすることです。�
具体的には、プロジェクト全体のスケジュール管理やテレビ・新聞への広報、616・イン

ターネットでの情報発信、クラウドファンディング運営会社との連携など、コーディネータ
ーの専門性を活かしながら支援させていただいています。�

｜クラウドファンディングとは？�
群衆（FURZG）と資金調達（IXQGLQJ）を組み合わせた造語で、インターネットを介して、

自分の活動や夢を発信することで、想いに共感し、応援したい人から支援を募る仕組みです。�
� コロナ禍の逆境と戦う飲食店の支援なども盛んに行われており、挑戦を応援する新しい方
法として世間の注目が集まるクラウドファンディング。興味のある方は、サイトをぜひ一度
覗いてみてください。�

山鳥の森オートキャンプ場� 井聡也さん・ありささん�の�声�

� 新型コロナ感染症による顧客の減少と、�
令和 �年 �月豪雨により被災した当キャン
プ場の再興を目的とし、この補助事業を活
用させていただきました。�
� 社以上の事業者で構成することが条件

でしたが、これをきっかけに小国郷内の事
業者と連携し、各専門分野の方々の知識や
知恵をお借りすることできました。�

補助事業を行うにあたり、602からも全面的な支援を頂いています。事業遂行に必要な、
専門的な知識や助言を頂き、私たちとキャンプ場の想いをしっかり乗せながら、南小国町の
地域経済の活性化につながるプロジェクトを進められています。�

南小国町という中山間の小さな町にこれだけプロフェッショナルの方々が居られること
に驚き、今後の南小国町を作っていく上で、602 は、重要な立ち位置になる場所だと心強
く思っています。今後も、南小国らしい里山の魅力を発信しながら、キャンプ場の再興に向
けて活動をしていきたいと思います。�

＼� ����年度�南小国町�地域おこし協力隊�募集中�／� �
��月 �日より第 �回目を開始した「ミライづくり起業塾 ����」�
参加者向け説明会は随時実施中！申込対象者は、町外の方となりま
すが、終了後には発表会も予定していますので、ご興味がある方は
02*または�未来づくりブログ�までお問い合わせください�⇨�
（株）602南小国�未来づくり拠点02*（南小国町赤馬場 ������）☎��������������

スマホで読み取り�
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11
月
10
日
に
き
よ
ら
塾
の
授

業
参
観
を
実
施
し
ま
し
た
。
最

後
の
課
題
は
、
三
つ
の
単
語
を

使
っ
て
90
字
以
上
１
０
０
字
以

内
の
作
文
で
す
。
こ
の
日
の
三

つ
の
単
語
は
、
授
業
参
観
、
発

表
、
緊
張
で
す
。
塾
生
の
文
章

を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
原
小
学
校　

４
年

高
木　

創
太　

　

火
曜
日
に
き
よ
ら
塾
の
授
業

参
観
が
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
も

よ
り
、
人
が
多
か
っ
た
の
で
緊

張
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
英
語

の
時
に
、
ア
イ　

ラ
イ
ク　

オ
ー
タ
ム　

ダ　

モ
ス
ト
と
発

表
し
ま
し
た
。
と
て
も
緊
張
し

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

中
原
小
学
校　

３
年

村
上　

洋
太　

　

火
曜
日
に
授
業
参
観
が
あ
り

ま
し
た
。
自
分
は
、
学
校
で
も

「
授
業
参
観
、緊
張
す
る
な
あ
。」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
管
理
セ

ン
タ
ー
に
来
て
、
き
よ
ら
塾
が

あ
る
会
議
室
に
入
る
と
も
の
す

ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。
で
も
発

表
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

中
原
小
学
校　

３
年

宮
﨑　

え
な　

　

火
曜
日
に
授
業
参
観
が
あ
り

ま
し
た
。英
語
で
発
表
す
る
時
、

少
し
緊
張
し
た
け
ど
発
表
で
き

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
次
に

プ
リ
ン
ト
を
や
っ
て
一
番
の
地

理
の
問
題
が
で
き
た
の
で
、
お

母
さ
ん
に
見
せ
た
ら
、「
す
ご

い
ね
。
マ
マ
わ
か
ら
な
か
っ
た

よ
。」
と
言
い
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

市
原
小
学
校　

４
年

井　

琉
夏　

　

今
日
は
、
き
よ
ら
塾
の
授
業

参
観
で
し
た
。
私
は
、
あ
ま
り

授
業
参
観
が
好
き
で
は
な
い
の

で
、
と
っ
て
も
緊
張
し
た
け

ど
、英
会
話
で
発
表
し
ま
し
た
。

帰
っ
た
ら
お
父
さ
ん
が
、
ほ
め

て
く
れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

市
原
小
学
校　

６
年

小
池　

萌
日　

　

今
日
は
、
授
業
参
観
で
す
。

今
日
の
英
語
の
発
表
は
、
い
つ

も
よ
り
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
。
で
す
が
、
い
つ
も
よ
り
発

音
良
く
発
表
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
問
題
を
解
く
と
き
も
、
親

の
視
線
が
気
に
な
り
ま
す
が
、

最
後
ま
で
気
を
張
っ
て
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
参
観
者
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。

○
し
っ
か
り
と
聞
い
て
、
発
表

も
大
き
な
声
で
し
て
い
た
の
で

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ

と
わ
ざ
も
普
段
ふ
れ
な
い
の

で
、
塾
で
沢
山
覚
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。「
よ
く
聞
い
て
、

自
分
で
考
え
発
表
す
る
。」
と

言
う
こ
と
を
自
然
と
身
に
付
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
小
学
３
年
生
が
習
う
塾
の
イ

メ
ー
ジ
が
、
と
て
も
変
わ
り
ま
し

た
。
質
の
高
い
英
語
、
子
ど
も

た
ち
の
声
に
合
わ
せ
な
が
ら
文

章
の
リ
ス
ニ
ン
グ
、
発
表
で
き
る

環
境
。
と
て
も
良
い
で
す
。
高

校
生
の
協
力
も
感
動
し
ま
し
た
。

○
学
校
で
は
教
わ
ら
な
い
こ
と

を
勉
強
で
き
て
い
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
自
主
性
が
身
に
付

く
い
い
塾
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

○
活
き
た
英
語
を
低
学
年
か
ら

聞
く
機
会
は
、
大
変
あ
り
が
た

い
で
す
。
指
導
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
高
校
生
も
、
子
ど
も
に
教

え
る
こ
と
で
、
わ
か
り
や
す
い

説
明
の
仕
方
な
ど
勉
強
で
き
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
先
に
終
わ
っ
た
高
学
年
の

子
ど
も
が
下
の
子
ど
も
に
教
え

て
あ
げ
て
い
る
の
も
す
ば
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

○
英
語
の
授
業
は
、
本
物
の
発

問
を
聞
け
る
い
い
機
会
だ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ち
ゃ
ん

と
子
ど
も
た
ち
の
発
表
が
出
来

て
い
て
、
す
ご
い
な
と
感
心
し
ま

し
た
。
文
法
な
ど
分
か
ら
な
く

て
も
耳
で
聞
い
て
覚
え
て
い
る

の
で
、
中
学
生
に
な
っ
て
、
本

格
的
に
授
業
で
習
う
と
き
に
と

て
も
役
に
立
つ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
難
し
い
問
題
も
高
校
生

た
ち
に
、
丁
寧
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
解
い
て
い
た
の
で
、
全

然
分
か
ら
な
い
子
も
つ
い
て
い
け

る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

200

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
継
続
は
力
な
り

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　

ペアで楽しく英会話

広報きよら 2020.12
12



☆
防
火
パ
レ
ー
ド
☆

　

11
月
9
日（
月
）か
ら
11
月
15
日（
日
）に

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
10
日（
火
）に
は
、
市
原
保
育
園
の

園
児
た
ち
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ッ
ピ
姿
の
園
児
た
ち
は
拍
子
木
を
鳴

ら
し
な
が
ら
、
市
原
地
区
内
で
「
火
の
用

心
」の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
途
中
、

市
原
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
通
常
点
検

や
防
火
の
誓
い
を
披
露
し
パ
レ
ー
ド
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

寒
く
な
り
ま
し
た
！

　

徐
々
に
寒
さ
が
増
し
、
多
く
の
家
庭
で

暖
房
器
具
を
使
い
始
め
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

暖
房
器
具
は
部
屋
を
暖
か
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
便
利
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す

が
、
火
災
の
原
因
と
な
る
危
険
な
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が

発
生
し
や
す
い
た
め
、
暖
房
器
具
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

～
年
末
に
お
け
る
犯
罪
を

防
止
し
よ
う
～

年
末
に
お
け
る
警
戒
活
動
の
強
化

　

年
末
は
物
流
や
人
々
の
流
れ
が
活
発
と

な
り
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
を
狙
っ
た
強
盗
等
の
重
要
凶
悪
事

件
の
ほ
か
、高
齢
者
を
狙
っ
た「
電
話
で『
お

金
』
詐
欺
」、
子
供
・
女
性
に
対
す
る
わ

い
せ
つ
・
声
か
け
事
案
等
の
さ
ら
な
る
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
先
手
を
打
っ
た

抑
止
対
策

を
講
じ
る

必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た

め
、
警
察

で
は
、
年

末
に
お
け

る
警
戒
活

動
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
各

種
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

年
末
の
警
戒
活
動
期
間

　

令
和
２
年
12
月
１
日
か
ら12

月
31
日
ま
で

特
別
警
戒
活
動
期
間

　

令
和
２
年
12
月
21
日
か
ら12

月
31
日
ま
で

活
動
の
重
点

◇
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
店
等
深
夜
営

業
店
舗
対
象
強
盗
事
件
の
防
止

◇「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
の
被
害

防
止

◇
子
供
・
女
性
に
対
す
る
わ
い
せ
つ
・

声
か
け
事
案
の
被
害
防
止

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

少しの時間でもカギかけを！
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10
月
23
日（
金
）に
１
・
２
年
生
を
対
象

と
し
た
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
は
就
職
希
望
、
公
務
員
希
望
、

進
学
希
望
に
分
か
れ
て
、
自
分
の
興
味
の

あ
る
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
使
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
を
す
る

と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
法
学
系

の
説
明
を
さ
れ
て
い
た
西
日
本
短
期
大
学

は
リ
モ
ー
ト
で
の
講
義
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の

影
響
で
、
企

業
の
方
と
の

交
流
や
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
行
け

な
い
状
況
の

中
で
、
こ
の

よ
う
な
機
会

を
設
け
て
い

た
だ
き
、
生

徒
達
も
自
分

の
進
路
を
改
め
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

10
月
26
日（
月
）に
小
国
中
・
南
小
国
中
・

本
校
三
校
の
合
同
芸
術
鑑
賞
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
小
国
ド
ー
ム
を
会
場
に
検
温
や

消
毒
、
密
集
状
態
に
な
ら
な
い
な
ど
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
は
落
語
家
の
方
々
に
「
学

校
寄
席
」
を
公
演
し
て
い
た
だ
き
、
日
本

の
伝
統
芸
能
『
落
語
』
を
楽
し
み
ま
し
た
。

説
明
も
わ
か
り
や
す
く
、
落
語
に
な
じ
み

が
な
く
て
も
、「
笑
い
」
の
世
界
に
す
ん

な
り
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
演

者
の
方
々

の
素
晴
ら

し
い
話
術

と
芸
に
会

場
は
絶
え

ず
笑
い
に

包
ま
れ
、

あ
っ
と
い

う
間
の
２

時
間
で
し

た
。
今
年

度
初
め
て
の
中
高
合
同
行
事
が
開
催
で

き
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

第
18
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り

　

10
月
18
日（
日
）、「
第
18
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
感
染
対
策

を
行
っ
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は

各
学
部
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
す
ぎ
の
こ
の
主

張
、
す
ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ（
規
模
を
縮
小
し
て

実
施
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表

は
、
小
学
部
は
児
童

の
普
段
の
学
習
の
成

果
を
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

の
よ
う
に
楽
し
い
内

容
に
編
集
し
て
上
映

し
ま
し
た
。
中
学
部

は
小
国
支
援
学
校
の

高
等
部
の
生
徒
や
各

学
部
の
教
師
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容

を
ま
と
め
、
対
話
形

式
で
生
き
生
き
と
発

表
し
ま
し
た
。
高
等

部
で
は
、「
コ
ロ
ナ
に

負
け
な
い
！
」
を
テ
ー
マ
に
「
コ
ロ
ナ
を
正
し

く
知
ろ
う
」「
コ
ロ
ナ
と
共
に
生
き
る
」「
コ
ロ

ナ
に
負
け
な
い
心
づ
く
り
」
の
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
活
動
を
行
い
、
自
分
た
ち
で

で
き
る
こ
と
を
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
の
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
や
得
意

な
こ
と
を
自
主
的
に
発
表
す
る
「
す
ぎ
の
こ

の
主
張
」
で
は
、
７
組
の
児
童
生
徒
が
、
ダ

ン
ス
や
楽
器
の
演
奏
な
ど
練
習
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
、
ス
テ
ー
ジ
で
堂
々
と
発
表
し

ま
し
た
。
感
染
対
策
で
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
、
内
容
を
し
っ
か
り
と
補
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
本
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ

ン
グ
「
え
が
お
か
が
や
く
」
を
感
染
対
策
の

た
め
小
国
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
撮
影

し
た
動
画
に
合
わ
せ
、
児
童
生
徒
が
手
話

を
交
え
な
が
ら
歌
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
」「
す
ぎ
の
こ
の
主
張
の
内
容
が
一
人
一
人

の
個
性
を
反
映
し
て
い
て
、ど
れ
も
よ
か
っ
た
」

「
よ
く
内
容
を
調
べ
て
、
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
て
あ
り
大
変
よ
か
っ
た
で
す
」
な
ど
た

く
さ
ん
の
御
感
想
を
い
た
だ
い
て
児
童
生
徒

の
自
信
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
か
ら
の
励
み
と

な
り
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り

進路ガイダンス

学校寄席
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♡
　
明
日
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
　
♡

　

10
月
28
日
～
30
日
の
３
日
間
の
日
程
で
、

本
校
２
年
生
が
「
ま
ち
イ
ン
タ
ー
ン
」、
１

年
生
は
「
民
泊
農
業
体
験
」
に
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
「
ま
ち
イ
ン
タ
ー
ン
」
で
は
19
カ

所
の
事
業
所
等
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
年
度
の
特
色
は
、「
各
事
業
所
の
フ

ア
ン
を
増
や
す
こ
と
」
と
い
う
課
題
を
与

え
て
の
取
り
組
み
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を
含
め
て
、
各
事
業

所
の
皆
様
方
に
は
温
か
く
受
け
入
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
本
校
の
卒
業
生
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、「
自
分
自
身
が
中
学
時
代

に
職
場
体
験
に
学
び
、そ
れ
が
今
に
つ
な
が
っ

て
い
る
」
と
い
う
言
葉
も
い
た
だ
け
ま
し
た
。

そ
う
い
う
地
域
の
皆
さ
ん
方
や
先
輩
方
に

学
べ
た
３
日
間
は
充
実
の
時
間
で
し
た
。
ま

た
、１
年
生
が
体
験
し
た「
民
泊
農
業
体
験
」

も
貴
重
な
学
び
の
機
会

で
し
た
。
農
業
体
験
に

取
り
組
む
学
校
は
、
県

内
に
も
数
校
あ
り
ま
す

が
、
地
元
で
の
民
泊
と

組
み
合
わ
せ
た
事
例
は

ほ
と
ん
ど
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い

う
体
験
が
出
来
た
の
も
、

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る

農
家
さ
ん
が
あ
っ
て
の
こ

と
で
あ
り
、
南
小
国
町

の
力
を
実
感
す
る
機
会
で
し
た
。
最
終
日
の

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
会
の
折
に
い
た
だ
い
た

修
了
書
は
生
徒
に
と
っ
て
価
値
あ
る
「
学
び

の
証
」
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
１
・
２
年

生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
プ
レ
ゼ
ン
に
ま
と

め
、
学
年
毎
に
発
表
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ど
の
発
表
も
素
晴
ら
し
く
、
体
験
し
た
か

ら
こ
そ
気
づ
け
た
こ
と
、
触
れ
合
え
た
か
ら

こ
そ
学
べ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
自
分
が
暮
ら
す
こ
の
町
の
こ
と
が
好
き
に

な
っ
た
生
徒
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

に
た
だ
た
だ
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
記
事
が
町
民
の
皆
様
方
に
届
く
頃
に

は
、
町
主
催
の
プ
レ
ゼ
ン
大
会
で
代
表
生
徒

が
発
表
を
終
え
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

そ
の
模
様
は
み
な
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
で
紹

介
い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
の
で
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
文
責
）
校
長　

狹
間
卓
史

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

〝
き
よ
ら
の
郷
〟
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

『
ま
い
ぶ
ら
り
ー
ク
ラ
ブ
』

　

今
年
も
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
行
き
、
あ
っ
と

い
う
間
に
今
年
最
後
の
月
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
紹
介
す
る
の
は
、『
ま
い

ぶ
ら
り
ー
ク
ラ
ブ
』
で
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ

は
、
表
千
家
茶
道
教
室
の
先
生
（
師
範
）

の
上
島
さ
ん
、
坂
本
さ
ん
が
、
お
茶
の
作

法
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

茶
器
な
ど
多
く
の
道
具
を
使
い
、
歴
史

や
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
な
が
ら
の

お
け
い
こ
は
、
実
に
趣
深
い
も
の
で
す
。

季
節
に
よ
っ
て
、
釜
（
お
湯
）
の
位
置
等

も
変
わ
り
、
所
作
の
手
順
も
変
わ
る
そ
う

で
す
。

　

お
茶
を
た
て
る
側
と
お
茶
を
い
た
だ
く

側
に
分
か
れ
、お
辞
儀
や
茶
室
の
入
り
方
、

お
水
や
茶
器
等
の
運
び
方
や
、
お
茶
を
た

て
る
所
作
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
手
順
が
あ
り

ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
大
人
で
も
覚
え
る

の
が
大
変
な
作
法
を
、
時
折
、
声
を
か
け

て
も
ら
い
な
が
ら
も
、
自
然
と
次
の
所
作

へ
と
移
っ
て
い
ま
し
た
。
お
茶
を
い
た
だ

く
方
も
、飲
む
前
の
お
辞
儀
や
待
つ
姿
勢
、

飲
ん
だ
後
も
器
を
拝
見
し
た
り
と
、
そ
の

所
作
は
流
れ
る
よ
う
に
美
し
く
、
見
て
い

る
だ
け
で
も
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

現
在
７
名
の
子
供
た
ち
が
加
入
し
、
月

に
１
～
２
回
水
曜
日
15
時
30
分
か
ら
、
指

導
者
の
ご
自
宅
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
お
気
軽
に
教
育
委
員
会
事
務

局
《
☎（
４
２
）０
０
４
７
》
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

南
小
国
町
教
育
委
員
会
　
き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

新任医師挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　総合診療科部長　寺倉 宏嗣

　11 月 1日より小国公立病院勤務に赴任いたしました寺倉宏嗣で

す。前任地は鹿児島の離島の一つ徳之島にある、あまぎユイの里医

療センター（診療所）です。徳之島に行くまでは、熊本赤十字病院

を含め小児外科医として 30 数年間働いていました。医学部学生の

ころから、将来は無医村で働きたいと思っておりましたので、5年

前に、熊本赤十字病院を早期退職し、徳之島での離島医療に携わり

ました。徳之島では、新生児から 100 歳越えの高齢者まで診療して

きました。そのなかで、ふるさと熊本で、在宅医療を含めた地域医

療に携わりたいと考えるようになりました。小国公立病院では、小国郷医療福祉あんしんネッ

トワークを含め地域医療を活発にされていることを知り、ぜひ一緒に働いてみたいと思いまし

た。医局の先輩である坂本院長先生に相談し、採用していただけることになりました。離島で

の５年間の経験も含めて、今まで学んだ知識を持って、町医者として小国郷の皆様のお役に立

てるよう頑張りたいと思っております。よろしくお願いいたします。

三
人
来
五
人
来
皆
去
る
葛
の
花　
　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

梅
雨
雨
の
煙
る
鴉
の
鳴
か
ず
飛
ぶ　
　
　
　

河
津　

悦
子

賑
わ
い
の
戻
り
し
峡
の
紅
葉
宿　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

集
ふ
人
皆
良
き
顔
や
秋
桜　
　
　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

新
米
を
炊
い
て
う
る
か
を
ま
ぶ
し
け
り　
　

笹
原　

景
林

刺と
げ

掲か
か

げ
ま
だ
咲
き
残
る
黄
コ
ス
モ
ス　
　
　

佐
藤
テ
ル
子

風
に
ゆ
れ
風
に
靡
く
や
秋
桜　
　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

散
歩
道
木
の
葉
舞
い
く
る
向
い
風　
　
　
　

下
城　

た
ず

川
の
面
に
紅
葉
写
し
て
谷
探
し　
　
　
　
　

杉
野　

正
依

片
陰
げ
る
田
の
一
枚
に
杉
の
影　
　
　
　
　

本
田　

髙
幹

寒
ご
と
に
梔
の
実
の
太
く
熟
れ　
　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

留
守
長
し
工
房
周
り
猪
の
跡　
　
　
　
　
　

安
武
く
に
子
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11
月
の
新
刊
図
書
紹
介

　

11
月
は
、
11
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
彼
女
が
天
使
で
な
く
な
る
日

②
ト
リ
ッ
ク
と
い
か
さ
ま
図
鑑

　
　

奇
術
・
心
霊
・
超
能
力
・
錯
誤
の
歴
史

③
英
語
ぐ
ん
ぐ
ん
ニ
ャ
ー
ド
リ
ル

④
セ
イ
レ
ー
ン
の
懺
悔

⑤
お
う
ち
性
教
育
は
じ
め
ま
す

⑥
仕
事
と
家
庭
は
両
立
で
き
な
い
？

⑦
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
大
学
生
が
真
剣
に
考
え
て
み
た

⑧
滅
び
の
前
の
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ 

⑨
Ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ　

２
０
０
１

⑩
１
年
中
楽
し
め
る
暮
ら
し
の
折
り
紙

⑪
表
参
道
の
セ
レ
ブ
犬
と
カ
バ
ー
ニ
ャ
要
塞
の
野
良
犬

木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第４５５回市（１１月２４日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 255（本売）
10～13㎝ 405（本売） 363（本売）
14～16㎝ 14,300 13,600 6,700
18～22㎝ 12,890 11,760 6,800
24～28㎝ 12,740 11,830 8,500
30㎝上 13,000 11,000 9,000

3ｍ

4～9㎝ 145（本売）
10～13㎝ 293（本売）
14～16㎝ 13,600 12,830 7,500
18～22㎝ 13,000 12,000 6,790
24～28㎝ 10,700 6,600
30㎝上

6ｍ
14～16㎝
18～22㎝ 14,200 12,300
24㎝上 13,500 12,300

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 16,000 14,690 10,390
18～22㎝ 16,890 15,890 9,120
24～28㎝ 16,890 16,480 9,130
30～38㎝ 17,000 14,500 9,100
40㎝上 16,800 15,600

3ｍ

14～16㎝ 11,600 8,210
18～22㎝ 12,690 8,210
24～28㎝ 10,200 6,000
30～34㎝ 12,000 5,500

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,163.070 11,230,472 9,655
桧 86.123 1,169,229 13,576
杉、桧 108.989 806,114 7,396
計 1,358.182 13,205,815 9,723
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美しい村を探す～九州・沖縄～
⑱沖縄県　多良間村

　2020 年９月 19日、拠点施設の１階スペースに

お土産品＆イートイン店がプレオープンし、多良

間島の特産品や新たに開発されたたらオリジナル

ジェラート３種類（黒豆（ささげ）・黒糖・カボチャ）

の味が楽しめるようになりました。

　多良間島をイメージした８種類の絵柄をプリン

トした「たらま島黒糖クッキー」などが並び観光

客や村民の憩いの場としても楽しめる空間が広

がっています。

　多良間島の黒糖を使用した黒糖入りコーヒーを

堪能しながらゆったりした時間が過ごせるのも魅

力です。

商品等のお問い合わせ先
　多良間村ふしゃぬふ観光
　TEL：0980-79-2828
　Meil：welcom@tarama-kankou.jp

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

【町内住民限定】“超” お得に泊まれる！食べられる！商品券を販売中です。
町内の飲食店・宿泊施設で利用できるお得な商品券を販売中です。
下記詳細をご確認のうえ、是非ご利用ください。

≪３倍返し宿泊券≫
■プレミア率
　現金5,000円　→　商品券15,000円（１セット）
■購入上限
　１人１セットまで
※宿泊する為には、別途宿泊施設への予約が必要
です。宿泊施設の予約はご自身で行ってくださ
い。（宿泊施設予約後に商品券を購入をオスス
メします。）

※現地決済でないと商品券は利用できません。

≪倍返し飲食券≫
■プレミア率
　現金 3,000 円　→　商品券 6,000 円（１セット）
■購入上限
　１人３セットまで
　（現金 9,000 円　→　商品券 18,000 円）
※宿泊施設での飲食には
　利用できません。

〓共通事項〓
■購入場所・時間　　南小国町商工会窓口　午前９時～午後４時まで（平日のみ）
■購入方法　　　　　世帯主が現金で購入（世帯主以外の場合「委任状」が必要になります。）
　　　　　　　　　　身分確認をする場合がありますので、身分証をご持参ください。
■購入・利用期間　　令和２年 12月１日（火）～令和３年３月 31日（水）※売り切れ次第終了
■問い合わせ　　　　南小国町商工会　☎（４２）０１４２

「“超” プレミアム商品券２」も販売中です！是非ご購入頂き、町内店舗でご利用ください。

【たらま島黒糖クッキー】

【オリジナルジェラート】

【拠点施設】
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お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

○南小国町職員採用試験（第２回）案内
職種 区分 採用予定人数 受検資格 試験日・会場

保 育 士 資格免許職 ２人程度

昭和 60 年４月２日以降に生
まれた人で、保育士資格を有
する人又は令和３年３月まで
に取得見込みの人

第１次試験　令和３年１月 24 日（日）
　　　　　　南小国町役場

第２次試験　２月中旬頃予定

■受付期間　令和２年 12 月 14 日（月）　から　令和３年１月８日（金）　まで　　※土日祝を除く
■受付時間　午前８時 30 分　から　午後５時
■問い合わせ　総務課総務係　☎（４２）１１１２

Map  Your  Future!!　　一人ひとりが「主役」になる場所がある
２０２０年度　自衛官募集

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 試験種目等 試験場所

自衛官
候補生

（男　子）

18歳以上
～

33歳未満

年間を通じ
て行ってお
ります。

受付時にお知らせ
します。

筆記試験
適性検査
口述試験
身体検査

国語・数学・社会及び作
文（700字）

受付時にお知
らせします。

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

一　般

11月1日（日）
～

令和3年
1月6日(水)

1次
令和3年1月23日(土) 筆記試験

国語・社会・数学・理科・
英語

（択一式、マークシート）

阿蘇地域
振興局

2次
令和3年2月6日（土）

口述試験
身体検査 口述試験は個別面接 健　軍

駐屯地

【問い合わせ】自衛隊阿蘇地域事務所：阿蘇市一の宮町宮地 4546-3　☎０９６７（２２）４５７５

２和令

教えて！省エネ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
勧
め

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
省

エ
ネ
運
転
の
事
で
あ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
少
な
い
運

転
で
す
。

　

普
段
の
運
転
と
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
、
こ
の
２
つ
の
運
転
の

変
化
（
効
果
）
を
把
握
す
る

た
め
に
は
、
燃
費
と
い
う
指

標
を
も
っ
て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル

「
ｅ
ス
タ
ー
ト
」

　

発
進
す
る
時
は
、
穏
や
か

に
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
発
進

し
ま
し
ょ
う
（
最
初
の
5
秒

で
、
時
速
20
㎞
程
度
が
目
安

で
す
）。
日
々
の
運
転
に
お
い

て
、
や
さ
し
い
発
進
を
心
が

け
る
だ
け
で
、
10
％
程
度
燃

費
が
改
善
し
ま
す
。焦
ら
ず
、

穏
や
か
な
発
進
は
、
安
全
運

転
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

②
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を

も
っ
て
、
加
速
・
減
速
の
少

な
い
運
転

　

走
行
中
は
、
一
定
の
速

度
で
走
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
車
間
距
離
が
短
く

な
る
と
、
ム
ダ
な
加
速
・
減

速
の
機
会
が
多
く
な
り
、
市

街
地
で
は
２
％
程
度
、
郊
外

で
は
６
％
程
度
も
燃
費
が
悪

化
し
ま
す
。
交
通
状
況
に
応

じ
て
速
度
変
化
の
少
な
い
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク

セ
ル
を
離
そ
う

　

信
号
が
変
わ
る
な
ど
停

止
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
ら
、

早
め
に
ア
ク
セ
ル
か
ら
足
を

離
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る

と
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
が
作

動
し
、
２
％
程
度
燃
費
が
改

善
し
ま
す
。
ま
た
、
減
速
す

る
と
き
や
坂
道
を
下
る
と
き

に
も
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。
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給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で

す
か
？

◆
子
育
て
世
帯
応
援
給
付
金

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
る
子
育
て
世
帯
の

生
活
を
支
援
す
る
町
独
自
の
取

組
と
し
て
、「
子
育
て
世
帯
応

援
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
期
限

ま
で
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
支
給
対
象
者

　

令
和
２
年
５
月
１
日
時
点
で

対
象
児
童
を
監
護
し
て
お
り
、

南
小
国
町
に
住
所
を
有
す
る
保

護
者
の
方

▪
対
象
児
童

　

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
令

和
２
年
５
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
児
童

▪
給
付
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万

円▪
申
請
方
法

　

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
７
月
に

申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

状
況
に
よ
っ
て
添
付
書
類
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▪
申
請
期
限

　

令
和
２
年
12
月
28
日
ま
で

※
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ

な
い
場
合
に
は
、
支
給
を
受

け
る
こ
と
を
辞
退
し
た
も
の

と
み
な
し
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▪
そ
の
他

　

対
象
児
童
の
住
民
票
が
南
小

国
町
に
な
い
場
合
、
対
象
と
な

る
方
で
あ
っ
て
も
申
請
書
が
送

付
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
対
象
に
な
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
子
育
て
に
対
す

る
負
担
の
増
加
や
収
入
の
減
少

等
に
よ
り
特
に
大
き
な
困
難
等

が
心
身
等
に
生
じ
て
い
る
ひ
と

り
親
世
帯
の
支
援
を
目
的
と
し

た
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
基
本
給
付
】

▪
支
給
対
象
者

①
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方

②
公
的
年
金
給
付
等
を
受
け
て

い
る
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
方
で
、
平
成
30
年
の
所
得

が
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制

限
を
下
回
る
方

③
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
直

近
の
収
入
が
児
童
扶
養
手
当

の
対
象
と
な
る
水
準
に
下

が
っ
た
方

▪
支
給
金
額

　

５
万
円
（
１
回
限
り
）

　

監
護
等
児
童
が
複
数
名
い
る

場
合
に
は
、
２
人
目
以
降
の
児

童
１
人
に
つ
き
３
万
円
を
加
算

し
ま
す
。

▪
申
請
方
法

　

①
の
方
に
は
支
給
済
み
で

す
。
②
、
③
の
方
は
申
請
時
点

で
居
住
す
る
住
所
地
の
市
区
町

村
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

【
追
加
給
付
】

▪
支
給
対
象
者

　

①
、
②
の
支
給
対
象
者
の
う

ち
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
収

入
が
大
き
く
減
少
し
た
方

▪
支
給
金
額

　

５
万
円
（
１
回
限
り
）

▪
申
請
方
法

　

申
請
時
点
で
居
住
す
る
住
所

地
の
市
区
町
村
へ
申
請
が
必
要

で
す
。

▪
申
請
期
限

　

令
和
３
年
２
月
26
日

【
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
課
保
育
児
童
係　

☎（
４
２
）１
１
１
３

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

　

中
学
３
年
生
を
対
象
と
し
た

受
験
対
策
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
！
現
役
塾
講
師
が
指

導
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

12
月
６
日
・
１
月
10
日
・
２

月
７
日
の
３
日
間
／
16
時
―
20

時【
場
所
】

　

母
子
・
父
子
休
養
ホ
ー
ム
し

ら
ゆ
り
（
熊
本
市
）

【
受
講
料
】

　

無
料
〈
定
員
15
名
〉

【
対
象
者
】

　

県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
中

学
３
年
生
で
母
子
会
会
員
世
帯

の
方

※
会
員
で
な
い
方
は
年
会
費
千

円
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
込
締
切
】

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

熊
本
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
協

議
会

☎
０
９
６（
３
３
１
）６
７
３
５

滝
美
園
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
年
末
年
始
業
務
に
つ
い
て

【
家
庭
ご
み
の
直
接
搬
入
受
け

入
れ
時
間
お
よ
び
休
業
日
】

　

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
分
別
の
う
え
、
指
定

袋
に
入
れ
て
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

【
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の
受

け
入
れ
休
業
日
】

　

12
月
29
日（
火
）

　
　
　
　

～
翌
１
月
３
日（
日
）

　

年
末
年
始
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
収
集
事
業
者
へ

早
め
の
依
頼
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
収
集
事
業
者

㈲
高
野
商
会

☎（
４
６
）４
０
０
６

■
問
い
合
わ
せ

滝
美
園
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎（
４
６
）５
４
６
８

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

広報きよら 2020.12
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自
動
車
運
転
免
許
取
得
助
成

事
業
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

に
対
し
て
社
会
参
加
の
促
進
を

図
る
事
を
目
的
と
し
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
の
取
得
に
要
す

る
経
費
の
一
部
助
成
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

免
許
の
取
得
に
よ
り
社
会
参

加
が
見
込
ま
れ
る
方
で
、
身
体

障
害
者
手
帳
（
一
部
障
害
は
対

象
外
）
又
は
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方
。

※
過
去
に
免
許
証
の
失
効
又
は

取
消
処
分
を
受
け
た
方
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

【
助
成
額
】

　

自
動
車
学
校
で
免
許
取
得
に

要
し
た
費
用
総
額
の
３
分
の
２

以
内
。（
上
限
10
万
円
）

※
免
許
取
得
前
に
福
祉
課
に
て

申
請
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

役
場　

福
祉
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

生産者の皆さん、インターネットを
使って生産物を販売してみませんか？

直売所で
販売できない…。

客数が減って、
販売数が減った…。

野菜はあるけど、
店まで持って
いくのが大変。 ポケットマルシェ

問い合わせ 農林課 ☎42-1114

こんな時の販路開拓に！！

生産者も消費者も、家にいて販売、注
文ができます。
町では、インターネット販売のサイト、
「ポケットマルシェ」で出品、販売を
される方の送料と手数料を補助します。
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阿
蘇
北
部
斎
場
の
年
末
年
始

業
務
に
つ
い
て

【
火
葬
業
務
休
業
日
】

令
和
３
年
１
月
１
日（
金
）

※
受
付
の
み
可
能

（
１
日
以
外
は
通
常
通
り
）

【
問
い
合
わ
せ
】

阿
蘇
北
部
斎
場

☎（
４
６
）６
０
２
２

山
火
事
に
ご
用
心

　

山
火
事
は
、
春
先
の
ほ
か
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の

落
葉
な
ど
が
燃
え
や
す
い
状
態

に
な
っ
て
お
り
、
強
風
等
に
よ

り
た
き
火
が
燃
え
移
り
、
山
火

事
発
生
の
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

案
内

　

消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第

１
８
６
号
）
第
13
条
の
３
の
規

定
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
第

３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
次

の
日
程
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま

す
。

【
試
験
日
及
び
願
書
受
付
期
間

等
】

■
試
験
種
類

・
甲
種　

・
乙
種
（
１
～
６
類
）

・
丙
種

■
試
験
日

　

令
和
３
年
２
月
14
日（
日
）

■
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

令
和
２
年
12
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

～
25
日（
金
）

・
電
子
申
請

　

令
和
２
年
12
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
22
日（
火
）

■
試
験
地

・
熊
本
市

※
詳
し
く
は
試
験
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
願
書
等
の
配
置
場
所
】

受
験
願
書
、
試
験
案
内
等
は
、

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消

防
局
・
県
下
消
防
本
部
及
び
県

消
防
保
安
課
に
配
置
し
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目

11
番
４
号　

熊
本
県
教
育
会
館

４
階

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら
障
害

者
の
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
に

　

民
間
企
業
の
障
害
者
法
定
雇

用
率
（
現
行
２
・
２
％
）
が
、

令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら
２
・

３
％
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま

す
。

　

引
き
上
げ
後
は
、
障
害
者
を

１
人
以
上
雇
用
し
、
雇
用
状
況

を
報
告
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ

る
事
業
主
の
範
囲
が
従
業
員

45
・
５
人
以
上
か
ら
43
・
５
人

以
上
に
広
が
り
ま
す
。
障
害
者

の
求
人
募
集
、
雇
用
管
理
、
各

種
助
成
金
等
に
関
す
る
相
談
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

☎
０
９
６
７（
２
２
）８
６
０
９

７
月
豪
雨
災
害
に
伴
う
災
害

寄
附
金
に
つ
い
て

　

今
回
の
豪
雨
災
害
に
対
し

て
、
次
の
方
か
ら
多
額
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
11

月
30
日
現
在
で
入
金
確
認
で
き

た
方
）

（
順
不
同
）

・
ツ
イ
キ
ャ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

出
落
ち
一
直
線　

様

・
熊
本
県
町
村
議
会
議
長
会 

様

　

災
害
復
旧
等
、
有
意
義
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

佐
藤　

恭
一　
様　

黒　

川

（
故
）久
光　

様　
　
　
　

（
11
月
24
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

く
じ
ゅ
う
わ
い
た
展
望
公
園　
様

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

ま
た
結
局
い
つ
も

　
こ
の
繰
り
返
し
…

ま
た
結
局
い
つ
も

　
こ
の
繰
り
返
し
…

いや
、
いや
、

で
は
ま
ず
ち
ゃ
ん
と

計
画
を
立
て
…

で
は
ま
ず
ち
ゃ
ん
と

計
画
を
立
て
…

新
し
い

ノ
ー
ト
を

買
っ
て
…
　

新
し
い

ノ
ー
ト
を

買
っ
て
…
　

鉛
筆
も
新
し
く

　
し
た
い
…

鉛
筆
も
新
し
く

　
し
た
い
…

い
や
、
い
や
、

そ
の
前
に
ま
だ
…

い
や
、
い
や
、

そ
の
前
に
ま
だ
…

皆様、
良いお年を！
皆様、
良いお年を！

　
残
念
な

ニ
ュ
ー
ス
の
多
い

一
年
だ
っ
た
ん
ラ
ヨ

　
残
念
な

ニ
ュ
ー
ス
の
多
い

一
年
だ
っ
た
ん
ラ
ヨ

何
事
も
な
く

無
事
だ
っ
た
か
ら

良
し
と
す
る
ラ
ヨ

何
事
も
な
く

無
事
だ
っ
た
か
ら

良
し
と
す
る
ラ
ヨ

も
う
す
ぐ
今
年
も

お
わ
り
ラ
ヨ
ね
～

も
う
す
ぐ
今
年
も

お
わ
り
ラ
ヨ
ね
～

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期

マ
ラ
ソ
ン
大
会
中
止

き
よ
ら
祭
り
も
な
く
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期

マ
ラ
ソ
ン
大
会
中
止

き
よ
ら
祭
り
も
な
く
て

来
年
は
良
い
事
が

増
え
る
か
な…

来
年
は
良
い
事
が

増
え
る
か
な…

来
年
は
み
ん
な
の

力
で
必
ず
良
い
年

に
す
る
ん
ラ
ヨ
!!

来
年
は
み
ん
な
の

力
で
必
ず
良
い
年

に
す
る
ん
ラ
ヨ
!!

な
に
ご
と

な
に
ご
と

ぶ

　じ

ぶ

　じ

こ
と
し

こ
と
し

よよ

え
ん
き

え
ん
き

ふふ ら
い
ね
ん

ら
い
ね
ん

いい

こ
と
こ
と

た
い
か
い

た
い
か
い

ま
つ
ま
つ

ち
ゅ
う
し

ち
ゅ
う
し

お
お
お
お

い
ち
ね
ん

い
ち
ね
ん

ざ
ん
ね
ん

ざ
ん
ね
ん

ら
い
ね
ん

ら
い
ね
ん

よよ

か
な
ら

か
な
ら

ち
か
ら

ち
か
ら

と
し
と
し

け
い
か
く

け
い
か
く

たた

あ
た
ら

あ
た
ら

え
ん
ぴ
つ

え
ん
ぴ
つま

え
ま
え

あ
た
ら

あ
た
ら

かか

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー 12月・1月令和２年 令和３年

12/
10木

消費生活相談日　9：00～16：00　役場

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

18 金 さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘

19 土

20 日

21 月

22 火 1歳児健診　13：15～　管理センター

23 水

24 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
3歳児健診　13：15～　おぐに町民センター

25 金 町県民税　第４期　納期限
国民健康保険税　第７期　納期限

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

1/
1金

元日

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

8 金

戸
籍
の
窓

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

10
／
23　

下
城　

研
一（
60
）杉
田
下

10
／
24　

原
西
リ
ツ
子（
79
）竹
の
熊

10
／
31　

佐
藤　
久
光（
86
）黒　

川

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（10月31日現在）

世帯数　1,774世帯
（－10）

　男　　1,874人
（－５）

　女　　2,062人
（－16）

　計　　3,936人
（－21）

※（　）は前月比

滝美園クリーンセンター
受付時間･休業日

↓
午前８時30分～
午後４時30分　

午前８時30分～
午前11時30分　

休み

【
広
報
11
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び
】

　
20
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
た
「
社
協

へ
の
ご
寄
附
の
お
礼
」
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
阿
蘇
パ
セ
リ
様
（
27
回
目
）

（
正
）
阿
蘇
パ
セ
リ
様

　
関
係
者
及
び
読
者
の
皆
様
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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№
6
8
5

編
集
･発
行
：
南
小
国
町
役
場
　
ま
ち
づ
く
り
課

〒
869-2492熊

本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143番

地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

BIRTHDAY
   H

A
PPY

11月
生まれ
希望者
のみ
掲載

山本　かんな ちゃん1.11.15生

　（父）周平さん

　（母）恵理菜さん

毎日とんでもなくいっぱいの癒しをく
れるかんなちゃんが大好きだよ♡
1歳おめでとう!!

滝下

１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合

が
悪
く
な
っ
た
り
、
け

が
を
し
た
り
し
た
時

は
、
次
の
医
療
機
関
を

受
診
で
き
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し

て
受
診
さ
れ
て
く
だ
さ

い
。

①
予
定
が
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
受
診
さ
れ
る
前

に
必
ず
、
医
療
機
関

に
電
話
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

②
当
番
科
目
以
外
の
ご

相
談
は
、
直
接
医
療

機
関
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

③
受
診
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
保
険
証
を

持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
保
険
証
が
な
い

場
合
は
、
実
費
診
療

に
な
り
ま
す
。

病院名 電話番号 当番科目
12/20(日)～1/11(月) 小国公立病院 ☎46-3111 内科・外科・整形外科

12/20(日) 小野主生医院 ☎32-0039 内科・眼科
12/27(日) 市原胃腸科外科 ☎34-1211 内科・消化器内科（胃腸内科）・外科

1/1(金) 阿蘇温泉病院 ☎32-0881 内科
1/2(土) 大阿蘇病院 ☎22-2111 内科・整形外科
1/3(日) 家入整形外科 ☎32-0048 整形外科

1/10(日) 一の宮整形外科 ☎22-3911 整形外科
1/11(月) 松見内科クリニック ☎22-0260 内科・小児科

小
国
郷
観
光
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
９
日（
月
）に
小
国
町
の
㈱
サ
ト
ウ
ロ
ジ
ッ
ク
小
国
支
店
に
お
い
て
、
南

小
国
町
・
小
国
町
の
観
光
名
所
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
ト
ラ
ッ
ク
の
お
披
露
目
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
国
町
を
故
郷
と
す
る
㈱
サ
ト
ウ
ロ
ジ
ッ
ク
代
表
取
締
役
社
長 

佐
藤
栄
磨 

様
か
ら
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
同
社
が
保
有
す
る
ト
ラ
ッ
ク
２
台
に

両
町
の
観
光
名
所
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
九
州
圏
内
を
運
行
す
る
こ
と
で
観
光
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
こ
う
と
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
は
21
ｍ
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
ー
と
な
っ
て

お
り
、
熊
本
県
で
も
十
数
台
し
か
導
入
さ
れ
て

い
な
い
、
め
ず
ら
し
い
ト
ラ
ッ
ク
で
観
光
Ｐ
Ｒ
に

適
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

本
町
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ

ク
に
は
押
戸
石

の
丘
、
満
願
寺
、

湯
あ
か
り
、
夫

婦
滝
が
ラ
ッ
ピ

ン
グ
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や

７
月
の
豪
雨
災

害
で
大
き
な
被

害
を
受
け
て
い

る
小
国
郷
で
す

が
、
こ
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ

ク
運
行
に
よ
る

観
光
Ｐ
Ｒ
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

きよらスキーとおぐたんも一緒に記念撮影

観光 PR 用にラッピングされたトラック

広報きよら 2020.12
24


